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髙
𣘺𣘺
雅
夫
先
生
は
、
一
八
年
に
わ
た
り
日
本
大
学
法
学
部
に
奉
職
さ
れ
、
令
和
五
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
ご
退
職
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に

謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
号
を
ご
退
職
論
文
集
と
し
て
献
呈
い
た
し
ま
す
。

髙
𣘺𣘺
先
生
は
、
昭
和
五
七
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
を
ご
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究

科
修
士
課
程
、
昭
和
六
一
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
に
ご
進
学
さ
れ
、
研
究
者
の
途
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

二
年
三
月
に
同
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
を
満
期
退
学
後
、
同
年
四
月
に
東
亜
大
学
経
営
学
部
専
任
講
師
に
ご
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
四
年
四
月
に
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部
の
教
授
に
ご
就
任
さ
れ
、
研
究
・
教
育
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
に
日
本
大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
本
学
に
奉
職
さ
れ
て
以
来
、
行
政
法
の
研
究
及
び
教
育
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

髙
𣘺𣘺
先
生
は
、
行
政
法
を
ご
専
門
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
、
欧
州
共
同
体
（
欧
州
連
合
）
を
め
ぐ
る
行
政
と
私
人
と
の
関
係
に

焦
点
を
当
て
ご
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
、「
単
一
欧
州
議
定
書
に
基
づ
く
Ｅ
Ｃ
委
員
会
へ
の
執
行
権

限
委
任
に
つ
い
て
」（
季
刊
行
政
管
理
研
究
四
二
号
）、「
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
放
送
政
策
と
ス
ポ
ー
ツ
」（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
法
学
会
年
報
八
号
）、「
情

報
公
開
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
新
規
則
に
つ
い
て
」（
比
較
法
研
究
六
四
号
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
先
生
は
国
内
法
へ
問

題
関
心
を
移
さ
れ
、
地
方
自
治
や
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
長
の
賠
償
命
令
と
代
位
請



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
三
号
（
二
〇
二
三
年
一
月
）

二

求
訴
訟
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
予
備
的
考
察
」（
東
亜
法
学
論
叢
創
刊
号
）、「
地
方
公
共
団
体
の
行
な
う
寄
附
に
つ
い
て
」（
東
亜
法
学
論
叢

二
号
）、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
条
例
改
正
の
動
き
　
─
長
野
県
を
例
と
し
て
─
」（
松
本
大
学
研
究
紀
要
二
号
）
等
の
ご

論
文
を
ご
執
筆
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、『
日
本
法
学
』
に
は
、
最
近
の
国
際
情
勢
を
踏
ま
え
た
農
業
問
題
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、「
主
要
農

作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
」（
日
本
法
学
八
五
巻
四
号
）、「
行
政
委
員
会
と
し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
」（
日
本
法
学
八
七
巻
二
号
）
等
の
ご

論
稿
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
髙
𣘺𣘺
先
生
は
、
日
本
公
法
学
会
、
比
較
法
学
会
、
日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
学
会
、
情
報
通
信
学
会
等
に
所
属
さ
れ
、
長
く
学
会
活

動
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
、
先
生
は
、
平
成
二
六
年
よ
り
港
区
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会
委
員
、
平
成
二
九
年
よ
り

北
区
空
家
等
対
策
審
議
会
委
員
、
平
成
三
〇
年
よ
り
港
区
行
政
不
服
審
査
会
委
員
、
狛
江
市
行
政
不
服
審
査
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方

公
共
団
体
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
ご
専
門
の
立
場
か
ら
有
益
な
ご
発
言
を
な
さ
り
、
社
会
に
対
し
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

髙
𣘺𣘺
先
生
は
、
学
部
行
政
に
お
い
て
も
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
平
成
二
六
年
に
大
学
院
担
当
、
平
成
二
七
年
に
法

学
部
次
長
（
第
一
部
担
当
）、
令
和
四
年
に
日
本
大
学
図
書
館
法
学
部
分
館
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
法
学
部
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
二
九
年
に
は
、
学
校
法
人
日
本
大
学
評
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
者
と
し
て
の
髙
𣘺𣘺
先
生
は
、
講
義
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
じ
て
、
学
生
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
う
と
と
も
に
、
学
生
の
居
場
所
づ
く

り
を
心
掛
け
、
研
究
室
に
は
い
つ
も
多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
座
学
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
本
学

に
ご
着
任
以
来
、
松
本
大
学
、
明
星
大
学
の
学
生
と
と
も
に
、
長
野
県
松
本
市
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
継
続
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
地
域
の
課
題
へ
向
き
合
う
中
で
の
「
気
づ
き
」
を
大
切
に
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
買
い
物
弱
者

を
解
消
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
参
加
学
生
自
ら
が
リ
ヤ
カ
ー
で
野
菜
の
引
き
売
り
を
行
っ
た
際
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
野
菜
を
買
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い
に
出
て
こ
ら
れ
る
状
況
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
副
次
的
に
高
齢
者
家
庭
の
安
否
確
認
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
生
が
指
摘
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
か
ら
は
、
社
会
の
問
題
に
対
し
自
ら
汗
を
か
き
な

が
ら
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
優
れ
た
人
材
が
多
数
輩
出
さ
れ
、
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
髙
𣘺𣘺
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
日
本
大
学
及
び
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
深
く
感
謝
し
、
本
論
文
集
『
法
と
地
域
を
め
ぐ
る
諸

問
題
』
を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
お
人
柄
を
慕
い
、
先
生
を
敬
愛
す
る
先
生
方
か
ら
多
数
の
ご
論
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
髙
𣘺𣘺
先
生
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
先
生
の
ご
健
康
と

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
四
年
一
二
月
吉
日

�

日
本
大
学
法
学
部
長
　
小
　
田
　
司






